
 

優
秀
賞 

「
羽
根
大
池
の
秘
密
を
さ
ぐ
る
」 

羽
根
小
学
校 

 

 
 

 

五
年 

唐
沢
昇
汰
・
堀
田 

大 

 

入 

賞 

「
ム
サ
サ
ビ
の
ひ
み
つ
」 

生
平
小
学
校 

 
 

 

六
年 

伊
藤
洸
太
郎
・
足
利
聖
・
伊
藤
は
る
か 

 

入 

賞 

「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
エ
コ
な
つ
ぶ
や
き
」 

六
名
小
学
校 

六
名
放
送
局 

四
年
生 

「
第
二
回 

学
生
映
画
祭
Ｉ
Ｎ
い
ぶ
す
き
」
報
告 

学
習
情
報
部
長 

大
岡
久
芳 

日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
特
別
大
使
と
し
て
、
二
国
間
の
交

流
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
俳
優
の
杉
良
太
郎
氏
の
発
案
に

よ
り
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
学
生
（
子
ど
も
）
映
画

祭
Ｉ
Ｎ
い
ぶ
す
き
」
（
主
催
・
学
生
映
画
祭
実
行
委
員
会 

共
催
・
外
務
省
・
文
化
庁
等
）
が
、
12
月
６
日
（
土
）
、

７
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
鹿
児
島
県
指
宿

市
で
開
催
さ
れ
た
。
岡
崎
市
か
ら
も
、
作
品
を
応
募
し

た
小
学
生
10
名
が
参
加
し
た
。 

こ
の
映
画
祭
は
、
学
生
（
子
ど
も
）
が
、
三
分
間
の

映
画
制
作
を
通
し
て
、
自
ら
の
心
の
深
層
と
想
い
を
伝

え
合
う
と
い
う
趣
旨
で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
子
供
た

ち
の
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

映
像
作
品
に
込
め
ら
れ
た
子
供
た
ち
の
心
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
、
子
供
た
ち
が
た
く
ま
し
く
希
望
を
も
っ
て

生
き
て
い
く
た
め
の
社
会
の
在
り
方
を
、
わ
た
し
た
ち

大
人
が
考
え
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

一
日
目
は
、
応
募

163
作
品
の
中
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の

子
供
の
代
表
作
品
を
含
め
て
、
一
次
審
査
を
通
過
し
た

59
作
品
が
三
つ
の
ブ
ー
ス
で
上
映
さ
れ
、
最
終
審
査
へ

の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
が
選
出
さ
れ
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、

指
宿
市
の
子
ど
も
審
査
員
と
専
門
の
審
査
員
の
方
々
が

審
査
に
あ
た
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
、
丁

寧
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
映
像
を
通
し
て
交
流
を
広
げ

て
い
こ
う
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
。
岡
崎
市
の
小

学
生
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
の
明
確
さ
、
カ
メ
ラ
操
作
や

編
集
の
技
術
の
確
か
さ
な
ど
か
ら
、
ど
れ
も
高
い
評
価

を
受
け
た
。
二
日
目
の
最
終
審
査
（
各
賞
の
決
定
）
13

作
品
の
中
に
岡
崎
市
の
小
学
生
の
作
品
が
３
本
も
選
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
市
内

の
小
中
学
生
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、

映
像
そ
の
も
の
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
と
い
う
原
点
と

テ
ー
マ
を
掘
り
さ
げ
る
た
め

の
表
現
方
法
の
工
夫
を
常
に

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

二
日
目
の
最
終
審
査
（
各

賞
の
決
定
）
で
は
、
現
代
社

会
が
抱
え
る
問
題
や
自
身
の
心
、
故
郷
の
自
然
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
子
供
た
ち
な
り
に
表
現
し
た
作
品
が

上
映
さ
れ
た
。
岡
崎
市
内
の
小
学
生
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 
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な
お
、
本
映
画
祭
は
、
来
年
度
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ

オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
の
六

カ
国
参
加
の
映
画
祭
と
し
て
実
施
さ
れ
、
再
来
年
度
（
第

四
回
）
に
は
、
ア
ジ
ア
学
生

（
子
ど
も
）
映
画
祭
へ
と
規

模
が
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
岡
崎
市
の
子
供

が
自
分
た
ち
の
直
面
す
る
問

題
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
の
子

供
た
ち
と
の
実
際
の
交
流
を

も
と
に
し
て
追
究
し
た
三
分

間
の
映
画
も
制
作
で
き
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。 

視
聴
覚
用
語 

『
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』 

 

通
信
回
線
上
で
一
定
時
間
内
に
転

送
さ
れ
る
デ
ー
タ
量
の
こ
と
。
通
信

回
線
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
目
安

と
な
る
。
た
と
え
ば
、
「
ト
ラ
フ
ィ
ッ

通
信
回
線
を
利
用
す
る
デ
ー
タ
量
が

ク
が
増
大
し
た
」
と
い
っ
た
場
合
は
、

増
え
た
状
態
を
指
す
。



『
不
審
者
対
応
』
自
作
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て 

 

＝
実
践
報
告
＝ 

そ
こ
で
も
う
一
度
「
も
し
今
、
こ
の
学
校
・
教
室
に

不
審
者
が
入
っ
て
き
た
り
、
入
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い

た
り
し
た
ら
…
。
」
と
問
い
か
け
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

わ
せ
た
。「
後
ろ
の
ド
ア
か
ら
入
っ
て
き
た
ら
、
す
ぐ
前

の
ほ
う
へ
逃
げ
る
。
」
「
先

生
が
い
な
い
放
課
だ
っ
た

ら
ど
う
す
る
。
」
「
誰
が
職

員
室
に
知
ら
せ
る
の
か
。
」

「
廊
下
で
ば
っ
た
り
出
く

わ
し
た
ら
…
。
」
「
運
動
場

へ
は
、
ど
の
ル
ー
ト
で
避

難
す
る
か
。
」
な
ど
、
い
つ

も
よ
り
活
発
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
。
具
体
的
な

対
応
策
が
多
く
発
表
さ
れ
、
不
審
者
対
応
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
授
業
と
な
っ
た
。
来
年
度
も
有
効
利
用
し

て
い
き
た
い
。 

先
生
た
ち
の
自
作
自
演
と
い
う
こ
と
と
映
像
に
流

れ
る
景
色
が
見
慣
れ
た
風
景
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒

た
ち
は
真
剣
に
画
面
に
見
入
っ
て
い
て
、
「
怖
い
」
と
い

う
つ
ぶ
や
き
が
多
か
っ
た
。 

ま
ず
、
「
も
し
今
、
こ
の
学
校
・
教
室
に
不
審
者
が

入
っ
て
き
た
り
、
入
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
た
り
し
た

ら
…
。
」
と
問
い
か
け
た
。
そ
の
後
、
不
審
者
侵
入
の
場

面
を
撮
影
し
た
自
作
ビ
デ
オ
を
視
聴
さ
せ
た
。 

不
審
者
対
応
に
つ
い
て
の
授
業
を
現
実
味
あ
る
設

定
で
行
お
う
と
考
え
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
合
中
学
校 

新 

育
大 

「
キ
ュ
ー
ブ
キ
ッ
ズ
」
で
効
率
の
よ
い
合
奏
指
導 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝ 

こ
の
ソ
フ
ト
の
利
点
は
、
ま
ず
、
楽
器
を
変
更
し
た

と
き
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
確
認
で
き
る
こ
と
だ
。
弦
楽
器

や
金
管
楽
器
を
児
童
が
演
奏
で
き
そ
う
な
電
子
ピ
ア
ノ

や
木
琴
な
ど
に
変
え
て
、
音
の
重
な
り
を
確
認
で
き
る
。

次
に
、
１
パ
ー
ト
の
み
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
も
可
能
な

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
で
音
や
リ
ズ
ム
を
聴
か
せ
て
パ
ー
ト

毎
に
自
主
練
習
を
さ
せ
ら
れ
る
。
一
人
で
全
パ
ー
ト
の

指
導
を
ど
う
効
率
よ
く
行
う
か
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
児
童
が
個
別
指

導
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
無
駄
な
時
間
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
た
。
２
パ
ー
ト
、
３
パ
ー
ト
で
の
演
奏
を
聴
く

こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
他
の
楽
器
の
音
色
と
自
分
の
楽

器
の
音
色
の
重
な
り
合
い
を
確

認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
速
さ

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
、
ゆ
っ

く
り
練
習
し
た
い
と
き
に
も
有

効
だ
。 

学
芸
会
の
器
楽
合
奏
曲
を
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
キ

ュ
ー
ブ
キ
ッ
ズ
の
「
音
楽
」
で
楽
譜
を
見
つ
け
た
。
「
サ

ン
プ
ル
曲
」
の
中
に
全
学
年
共
通
教
材
や
「
く
る
み
割

り
人
形
」
、
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
」
な
ど
有

名
な
曲
も
入
っ
て
い
る
。
早
速
、
中
学
年
の
児
童
が
で

き
そ
う
な
楽
曲
を
選
び
、
実
際
に
学
芸
会
で
演
奏
し
た
。 

本
校
に
は
ま
だ
キ
ュ
ー
ブ

キ
ッ
ズ
２
の
ソ
フ
ト
が
な
い
た

め
、『
２
』
は
も
っ
と
使
い
勝
手
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
集
会
や
６
年
生
を
送
る
会
な
ど
、
行
事
の
出

し
物
に
困
っ
た
と
き
に
は
、
キ
ュ
ー
ブ
キ
ッ
ズ
を
の
ぞ

い
て
み
る
の
も
一
手
で
あ
る
。 

 

（
夏
山
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

井
上 

清
美
） 

年
度
初
め
よ
り
自
作
教
材
制
作
委
員
会
で
制
作
を

進
め
て
い
た
自
作
教
材
作
品
が
最
後
の
仕
上
げ
の
段
階

に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
、
小
中
学
校

の
授
業
等
で
学
習
を
具
体
化
す
る
た
め
に
役
に
立
つ
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
全
て
複
製
し
て
、

２
月
の
学
習
情
報
主
任
会
に
て
各
小
中
学
校
に
配
付
予

定
で
す
。
積
極
的
に
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

（
マ
ル
チ
教
材 

 

対
象 

小
学
３
・
４
年
社
会
） 

Ｅ
班
「
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｍ
ｉ
ｓ
ｏ 

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ 

Ｂ
班
「
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か 

Ａ
班
「
酒
造
り
を
守
る
―
女
性
蔵
人
の
挑
戦
―
」 

Ｆ
班
「
土
地
の
つ
く
り
と
変
化 

Ｄ
班
「
菌
の
は
た
ら
き
～
生
活
に
役
立
つ
菌
類
～
」 

Ｇ
班
「
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
動
～
安
全
を
守
る
仕
事
～
」 

Ｃ
班
「
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は 

（
マ
ル
チ
教
材 

 

対
象 

小
学
６
年 

理
科
） 

（
ビ
デ
オ
教
材 

 

対
象 

中
学
３
年 

理
科
） 

（
ビ
デ
オ
教
材 

 

対
象 

小
学
５
年 

社
会
） 

（
ビ
デ
オ
教
材 

 

対
象 

中
学
３
年 

公
民
） 

（
ビ
デ
オ
教
材 

 

対
象 

中
学
３
年 

公
民
） 

（
ビ
デ
オ
教
材 

 

対
象 

中
学
英
語
） 

～
菜
の
花
が
つ
な
ぐ
環
境
保
護
の
輪
～
」 

～
徳
川
家
康
杯
に
か
け
る
青
春
～
」 

～
鋳
物
メ
ー
カ
ー
の
挑
戦
～
」 

～
岡
崎
市
誕
生
の
秘
密
～
」 


